





















































































いて 10 人の若者が特殊潜航艇「甲標的」5 隻に搭乗員
として出撃、米軍の捕虜となった 1 人を除き 9 人が戦
死した。大本営は 1941 年 12 月 18 日「未帰還の特殊
潜航艇 5 隻」の損害を発表。開戦 3 ヵ月後の大詔奉戴




























乞い」をする。12 月 8 日開戦の詔勅に「御奉公の時」


















別潜航隊・九軍神の海軍省発表（1942 年 3 月 6 日）
に対抗するかのように、陸軍省から「軍神加藤少将戦










































正明の物語。1 月 21 日朝日新聞は「亜欧連絡記録大飛
行」計画を公表。4 月 6 日午前 2 時立川を出発。台北
―安南―印度支那―ハノイ、カルカッタ―カラチ、地中
海―アテネ―ローマ―パリ―ロンドンと 15357km の
距離を、実飛行時間 51 時間 19 分 23 秒、給油や整備




























































　太平洋戦争直前の 1941 年 1 月 16 日既存 4 団体を
統合して大日本青少年団が結成。毎月 22 日に全国一斉
の青少年常会を開催し、全国の青少年（国民学校初等科









































































































































夫少将」「双葉より神鷲の面影」（8 月 5 日号）、「敵空





早くも 1942 年 9 月には加藤を讃える国民歌謡「空の
軍神」（作詞・西条八十、作曲・古関裕而、唄・藤山一

















・坂口安吾「真珠」：文芸雑誌『文藝』第 10 巻第 6 号













月 25 日、所収 pp. 91～107）
・岩田豊雄「海軍」：獅子文六のペンネームではなく本
















































・太宰治「散華」―『新若人』第 5 巻第 3 号（1944
年 3 月 1 日）に発表、『佳日』1944 年 8 月 20 日肇書
房収録。1943 年 5 月 30 日「アッツ島守備隊全滅」の
大本営発表があり、そのなかで初めて「玉砕」の表現が

















































るのである。（『太宰治全集 6』ちくま文庫、1989 年 2
月 28 日、pp.239～256）
　ここに紹介した 3 人の小説家の掌編は、圧倒的な戦
時報道の氾濫のもとで、戦時下国民がふと自らの胸のう
ちを覗き込んだときに聞こえる密やかな沈黙を伝えてく
るであろう。それは、戦時下紙芝居の国策同調的な「雄
弁さ」と、表現の核において次元を隔絶した対比をなし
ているように思われる。
　登場人物編第 2 回「現代（昭和前期）」は、誌面の都
合で、前・後篇に分けて掲載することとなった。次号
（第 3 回）では、登場人物編「現代（昭和前期）」の特
質の続きとして、「（3）偶像化された軍人・軍神」につ
いて分析・報告する予定である。
